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◆講演会　＜聴講無料＞
日　時　10月13日（月・祝） 午後2時～

会　場　学習ホール

講　師　大西紀夫氏（富山短期大学教授）

演　題　絵師九栄の俳諧活動

※申込不要・当日受付へお申し出下さい。

◆列品解説　＜参加無料＞
日　時　10月4日（土） 午後2時～本館学芸員

※申込不要・当日受付へお申し出下さい。

「俳謌一百一首之図屏風」より

◇会　　期 9月20日（土）～11月3日（月・祝）
会期中無休

◇会　　場 第1特別展示室

◇主　　催 石川県立歴史博物館

◇共　　催 北國新聞社

◇後　　援 金沢放送局・北陸放送・テレビ金沢

金沢ケーブルテレビネット・エフエム石川

ラジオかなざわ・ラジオこまつ・ラジオななお

◇特別協力 俳文学会

◇開館時間 午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）会期中無休

◇入 館 料 一　般　650円（520円）

大学生　500円（400円）

高校生以下無料　65歳以上は520円
（ ）内は20名以上の団体料金
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さ
ほ
ど
で
も
な
く
、
梅
室
門
下
の
人
た
ち
が
俳
壇
を
支
え
ま

し
た
。

さ
て
梅
田
家
の
初
代
で
あ
る
与よ

兵へ

衛え

は
、
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）、
江
戸
に
出
て
奥
絵
師
の
狩
野

か
の
う

尚な
お

信の
ぶ

に
師
事
し
、

延
宝
年
中
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
に
帰
郷
し
て
狩
野
派
の
画

技
を
加
賀
に
伝
え
ま
し
た
。
以
後
、
梅
田
家
は
狩
野
派
の
絵

師
の
家
系
と
し
て
、
歴
代
が
度
々
藩
の
御
用
を
う
け
、
連
綿

と
続
き
ま
し
た
。

中
で
も
八
代
九
栄

き
ゅ
う
え
い

（
一
七
九
一
〜
一
八
四
六
）
は
、
幼
少

の
と
き
、
父
の
六
代
九
栄
（
一
七
五
七
〜
一
八
〇
〇
）
と
兄

の
七
代
九
渕

き
ゅ
う
え
ん

（
一
七
七
九
〜
一
八
〇
六
）
に
絵
を
習
い
ま
し

た
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
十
九
歳
の
と
き
に
前
年
焼

失
し
た
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の
障
壁
画
制
作
に
参
画
し
、
御

奥
小
書
院
、
御
表
書
院
の
天
井
割
紋
や
御
居
間
書
院
の
杉
戸

の
絵
の
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
俳
諧
を
桜
井
梅
室
に
学
び
、
年と

し

風か
ぜ

と
称
し
、
加
え
て

芭
蕉
十じ

っ

哲て
つ

の
一
人
で
あ
る
立
花
北
枝
の
趙
翠
台

ち
ょ
う
す
い
だ
い

の
庵
号
を
受

け
継
ぐ
な
ど
、
俳
諧
の
第
一
人
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

秋
季
特
別
展 

御
用
絵
師

梅
田
九
栄
と
俳
諧
　

 

―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
― 

石
川
県
は
加
賀
・
能
登
を
問
わ
ず
、
俳
句
文
化
の
盛
ん
な

土
地
柄
で
す
。
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
俳
諧
は
、
主
に
町
人
層

を
中
心
に
愛
好
さ
れ
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
に
元
禄
二

年（
一
六
八
九
）、
松ま

つ

尾お

芭
蕉

ば
し
ょ
う

（
一
六
四
四
〜
九
四
）
が
「
奥

の
細
道
」
行
脚
の
帰
路
、
曽そ

良ら

を
伴
っ
て
当
地
に
立
ち
寄
り
、

立た
ち

花ば
な

北ほ
く

枝し

、
立
花
牧ぼ

く

童ど
う

、
句く

空く
う

、
秋
の
坊
、
生い

駒こ
ま

万ま
ん

子し

、
亀
田
小
春
ら

　
　
か
め
だ
し
ょ
う
し
ゅ
ん
　

が
芭
蕉
と
親
交
、
蕉
風

し
ょ
う
ふ
う

が
勃
興
し
ま
し
た
。

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
芭
蕉
が
五
十
一
歳
で
没
し
ま

し
た
が
、
そ
の
没
後
か
ら
寛
延
年
間
（
一
七
四
八
〜
五
一
）

に
か
け
、
当
地
は
蕉
門
の
各
務

か
が
み

支し

考こ
う

の
美
濃
派
、
中
川
乙お

つ

由ゆ
う

（
麦ば
く

林り
ん

）
の
伊
勢
派
の
影
響
を
う
け
ま
し
た
。
伊
勢
派
で
は

千ち

代よ

女じ
ょ

、
綿わ

た

屋や

希き

因い
ん

ら
が
輩
出
し
ま
し
た
。
希
因
は
最
初
、

北
枝
の
俳
統
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
後
に
支
考
に
傾
倒
し
、
次

に
は
麦
林
に
師
事
し
ま
し
た
。
そ
の
居
を
暮
柳

ぼ
り
ゅ
う

舎し
ゃ

と
称
し
ま

し
た
。

天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
は
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

を
中
心

と
し
た
俳
諧
の
中
興
期
で
す
が
、
希
因
門
下
の
高
桑
闌
更
、

堀ほ
り

麦ば
く

水す
い

、
既き

白は
く

、
越
中
の
八は

っ

椿ち
ん

舎し
ゃ

尾お

崎ざ
き

康こ
う

工こ
う

ら
が
活
躍
し
、

麦
林
風
か
ら
蕉
風
復
興
が
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

津
幡
の
河
合

か
わ
い

見け
ん

風ぷ
う

の
名
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
か
ら
文
政
・
天
保
・
弘
化
・

嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
五
四
）
に
か
け
て
は
、
闌
更
門
の

成な
り

田た

蒼o

そ
う
き
ゅ
う
・
磨
刀
を
業
と
し
た
桜
井
さ
く
ら
い

梅
室
ば
い
し
つ

ら
が
輩
出
、
と
も

に
金
沢
だ
け
で
な
く
京
都
や
江
戸
な
ど
広
範
囲
に
活
躍
し
ま

し
た
。
と
く
に
梅
室
は
、
そ
の
門
人
が
五
十
余
国
に
及
ぶ
と

さ
れ
、
ま
た
二
条
家
か
ら
花は

な

之
本
の
も
と

宗
匠

そ
う
し
ょ
う
の
称
号
を
う
け
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

梅
室
没
後
の
嘉
永
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
は
、
激
し

い
動
乱
の
時
期
で
、
沈
滞
期
と
さ
れ
ま
す
が
、
北
陸
の
地
は

呉道子像　六代九栄画・
高田方水賛

泰雲院様御影作図資料・御平緒（個人蔵）

泰雲院様御影作図資料・御太刀（個人蔵）

泰雲院様御影
作図資料・像下絵

（個人蔵）

芭蕉翁像画賛（版本） 年風画・梅室賛
（部分・個人蔵）

た
か
く
わ
ら
ん
こ
う
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す
。
趙
翠
台
は
鳥
翠
台
と
も
書
き
、
北
枝
の
系
を
う
け
た
希

因
や
闌
更
・
後ご

川せ
ん

た
ち
は
こ
れ
を
称
さ
ず
、
闌
更
門
の
中
山

眉び

山ざ
ん

が
二
世
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
併
行
し
て
後
川
の
子
の
北ほ
っ

茎け
い

も
翠す

い

台だ
い

を
称
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
眉
山
門
の
翠
丈

す
い
じ
ょ
う

が

三
世
、
同
門
の
楽ら

く

乎こ

が
四
世
、
そ
し
て
梅
室
門
の
八
代
九
栄

（
年
風
）
が
五
世
を
継
ぎ
、
後
に
北
枝
堂
も
称
し
ま
し
た
。

ま
た
亀
田
小
春
―
亀
田
勝
善
（
鶴か

く

山ざ
ん

）
―
眉
山
と
伝
わ
っ

た
「
芭
蕉
翁
頭ず

陀だ

袋
ぶ
く
ろ

」
を
入
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頭
陀
袋

を
亀
田
家
で
観
賞
し
た
多
く
の
人
の
懐
旧
の
吟
が
沢
山
あ
っ

た
の
が
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
大
火
で
焼
失
し
ま
し
た

が
、
頭
陀
袋
は
無
事
に
焼
け
残
っ
た
も
の
で
す
。

八
代
九
栄
の
作
品
は
比
較
的
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
が
俳
諧
に
係
わ
る
俳
画
の
関
係
で
す
。
そ
の
注
目
さ
れ
る

の
が
持
ち
前
の
画
才
を
生
か
し
、
俳
諧
の
百
人
一
首
を
屏
風

絵
や
掛
幅
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
著
に
「
其そ

の

如き
ら

月さ
ぎ

」
が
あ
り
、
発
句
や
附
合
を
集
め
た
も
の
で
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
の
序
文
が
あ
り
ま
す
。

九
代
九
栄
（
一
八
一
五
〜
六
〇
）
は
、
子
供
の
と
き
、
父

の
八
代
九
栄
に
絵
を
習
い
、
江こ

う

波は

と
称
し
、
絵
と
俳
諧
を
よ

く
し
て
趙
翠

台
の
六
世
を

継
承
し
ま
し

た
。
嘉
永
三

年
（
一
八
五

〇
）
二
月
、

奥
州
方
面
を

俳
遊
歴
の
た

め
東
海
道
回

り
で
出
か

け
、
帰
路
は

北
陸
道
を
通

り
、
十
月
に

帰
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
同

六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
、
北
枝
堂
を
浅
野
川
の
河
縁
の
観

音
山
下
町
に
営
み
ま
し
た
。

本
展
は
、
会
期
中
、「
俳
文
学
会
全
国
大
会
」
が
金
沢
で

開
催
さ
れ
る
の
に
協
賛
し
開
催
す
る
も
の
で
、

一
、
六
代
梅
田
九
栄
と
藩
主
肖
像
画
制
作
工
程

二
、
芭
蕉
翁
の
頭
陀
袋

三
、
八
代
九
栄（
年
風
）・
九
代
九
栄（
江
波
）の
俳
諧
資
料

（
1
）
八
代
梅
田
九
栄
（
年
風
）

（
2
）
九
代
梅
田
九
栄
（
江
波
）

四
、
越
中
の
雄
、
八
椿
舎
康
工
の
俳
諧
百
一
集

五
、
百
人
の
競
演
　
―
俳
謌
一
百
一
首
之
図
屏
風
（
八
代
九

栄
筆
）
の
世
界
と
制
作
推
敲
―

の
五
つ
の
柱
で
構
成
し
ま
す
。
八
代
九
栄
（
年
風
）
の
「
俳は

い

謌か

一
百
　
ひ
ゃ
く

一
首
い
っ
し
ゅ

之の

図ず

屏
風
び
ょ
う
ぶ

」
の
紹
介
を
中
心
に
お
き
、
そ
れ
に

九
代
九
栄
（
江
波
）
の
俳
諧
資
料
や
、
併
せ
て
六
代
九
栄
の

画
業
に
も
ふ
れ
る
も
の
で
す
。

梅室・棹江・年風連
坐像画賛（個人蔵）

盆栽図自画賛
（個人蔵）芭蕉翁頭陀袋（個人蔵）

俳諧百一首図下絵・見風（個人蔵）俳諧百一首図下絵・珈涼（個人蔵）

俳諧百一首之図屏風（部分・個人蔵）
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貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、

そ
の
一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
当

館
で
展
示
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
も
、
他
館
の
企
画
展
で
は
展

示
構
成
上
重
要
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

の
で
す
。
ま
た
実
物
資
料
以
外
で
も
、
放
送
局
や
出
版
社
へ
の

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
や
催
し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

業
務
で
す
が
、
こ
れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で

す
。

・
『
従
金
沢
之
京
都
道
中
名
所
記
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
『
道
中
案
内
細
見
記
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
『
諸
国
道
中
記
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・

矢
立
、
秋
草
蒔
絵
印
籠
ほ
か

企
画
展
「
前
田
土
佐
守
家
当
主

京
へ
行
く
」

九
月
二
十
三
日
（
火
・
祝
）
ま
で

会
場：

前
田
土
佐
守
家
資
料
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
三
三
―
一
五
六
一
）

・
桜
井
錠
二
関
係
資
料
（
勲
一
等
勲
記
、
東
京
開
成
学
校
修
了

証
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
修
学
証
書
、
学
資
寄
附
願
、
講
演
原
稿

「
日
独
文
化
協
会
発
表
式
」、
講
義
ノ
ー
ト
、
辞
令
「
東
京
大

学
理
学
部
教
授
」
ほ
か
）

常
設
展
示
「
桜
井
錠
二
コ
ー
ナ
ー
」

十
月
一
日
（
木
）
ま
で

会
場：

金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
二
〇
―
二
四
七
四
）

・
『
平
家
物
語
』（
谷
内
家
文
書
）

・
『
源
平
盛
衰
記
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
『
源
平
壇
之
浦
大
合
戦
之
図
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
『
平
家
物
語
壇
之
浦
図
』（
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
『
壇
ノ
浦
合
戦
図
小
屏
風
』

特
別
展
「
軍
記
物
語
と
能
の
世
界
―
平
家
の
公
達
―
」

九
月
十
五
日
（
月
・
祝
）
ま
で

会
場：

金
沢
能
楽
美
術
館

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
二
〇
―
二
七
九
〇
）

・
螺
鈿
細
工
文
台
（
武
田
友
月
）

・
螺
鈿
細
工
硯
箱
（
武
田
友
月
）

・
人
物
鳳
凰
図
印
籠
（
武
田
友
月
）

特
別
展
「
赤
絵
九
谷
の
先
駆
者
『
民
山
』
―
加
賀
の
色
絵
陶
磁

を
再
興
し
た
加
賀
藩
士
武
田
秀
平
―
」

十
月
四
日
（
土
）
〜
十
一
月
三
日
（
月
・
祝
）

会
場：

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房

（
金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
五
一
―
七
二
八
六
）

・
「
畠
山
義
総
画
像
」（
複
製
）

能
登
畠
山
家
創
立
6
0
0
年
記
念
事
業

企
画
展
「
能
登
畠
山
氏
と
能
登
の
美
術
」

九
月
二
十
日
（
土
）
〜
十
月
二
十
六
日
（
日
）

会
場：

石
川
県
七
尾
美
術
館

（
七
尾
市
・
〇
七
六
七
―
五
三
―
一
五
〇
〇
）

・
県
指
定
有
形
文
化
財
　
織
田
信
長
朱
印
状

・
上
杉
謙
信
書
状

・
県
指
定
有
形
文
化
財
　
畠
山
義
総
文
書

特
別
展
「
能
登
畠
山
氏
と
文
芸
の
世
界
」

九
月
二
十
日
（
土
）
〜
十
月
二
十
六
日
（
日
）

会
場：

七
尾
城
史
資
料
館

（
七
尾
市
・
〇
七
六
七
―
五
三
―
四
二
一
五
）

県指定有形文化財　織田信長朱印状

桜井錠二関係資料
（ロンドン大学修学証書）

人物鳳凰図印籠
（武田友月）

上杉謙信書状
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記念講演会「日本のふろしき、世界のふろしき」

七
月
二
十
七
日
、
熊
倉
功
夫
氏
（
林
原
美
術
館

館
長
・
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）
に
よ
る

記
念
講
演
会
を
開
催
。
世
界
各
地
に
広
く
分
布
す

る
包
み
布
の
文

化
に
つ
い
て
、

民
族
芸
術
や
民

芸
と
い
っ
た
観

点
か
ら
の
話
題

も
交
え
、
興
味

深
く
た
っ
ぷ
り

お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

金
沢
市
内
の
中
学
生
が
参
加
す
る
「
わ
く
ワ
ー
ク

（w
ork

）
体
験
」。
こ
れ
は
学
校
を
離
れ
て
三
日
間
の

職
場
体
験
を
行
う
、
石
川
県
教
育
委
員
会
の
主
催
事

業
で
す
。
今
年
度
は
七
月
上
旬
に
額
中
（
五
名
）、

兼
六
中
（
六
名
）、
下
旬
に
紫
錦
台
中
（
五
名
）、
金

沢
錦
丘
中
（
六
名
）
が
相
次
い
で
参
加
。
生
徒
た
ち

は
初
め
て
の
職
場
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
全
員
懸
命

に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
館

内
に
四
ヶ
所
（
第
1
・
2
・
8

展
示
室
）
あ
り
ま
す
。
今
年
も

な
か
な
か
い
い
で
す
よ
。
ぜ
ひ

そ
の
成
果
を
ご
覧
下
さ
い
。

特
別
展
示
室
入
り
口

に
置
か
れ
た
謎
の
巨
大

な
風
呂
敷
包
み
。
皆
さ

ん
何
だ
か
分
か
り
ま
し

た
か
。
実
は
こ
れ
、
展

覧
会
用
の
展
示
ケ
ー
ス

を
十
二
メ
ー
ト
ル
四
方

の
、
文
字
通
り
の
「
大
風
呂
敷
」
で
包
ん
だ
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
大
風
呂
敷
は
普
通
の
風
呂

敷
百
五
十
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
、
総
重

量
二
十
一
キ
ロ
も
あ
る
代
物
。
オ
ー
プ
ン
前
日
に
、

大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
が
小
一
時
間
ほ
ど
格
闘
し
て
包

み
込
ん
だ
の
で
し
た
、
ふ
ぅ
…
。

これは便利！「ふろしき講座」大盛況

七
月
三
日
、
二
十
六
日
、
千
里
文
化
財
団
（
大

阪
）
の
ご
協
力
を
得
て
、
特
別
展
関
連
行
事
「
ふ

ろ
し
き
講
座
」
を
開
催
。
風
呂
敷
の
様
々
な
包
み

方
や
「
包
み
」
の
文
化
を
楽
し
く
体
験
。「
風
呂

敷
っ
て
こ
ん
な

す
ご
い
モ
ノ
だ

っ
た
ん
だ
…
」

と
、
改
め
て
日

本
文
化
の
知
恵

と
奥
深
さ
に
し

み
じ
み
と
感
じ

入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

（
10
〜
12
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
関
係
各
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
講
演
会
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
は
無
料
で
す
が
、
他
の
展
示
も
あ
わ

せ
て
観
覧
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

10
/
5（
日
）

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

紀
尾
井
町
事
件
の
時
代

（
本
康
宏
史
　
学
芸
専
門
員
）

10
/
13（
月
・
祝
）
講
演
会

「
絵
師
九
栄
の
俳
諧
活
動
」

講
師
　
大
西
紀
夫
氏
（
富
山
短
期
大
学
教
授
）

10
/
18（
土
）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

江
戸
時
代
の
俳
句
と
金
沢
町
人

（
濱
岡
伸
也
　
学
芸
専
門
員
）

11
/
2（
日
）

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

長
谷
川
等
伯
（
信
春
）
筆
「
日
乗
上
人
画
像
」

（
北
春
千
代
　
学
芸
主
幹
）

11
/
15（
土
）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

謎
の
絵
師
・
狩
野
俊
信
の
軌
跡
―
四
季
耕
作
図

屏
風
を
め
ぐ
っ
て
―
（
北
春
千
代
　
学
芸
主
幹
）

12
/
7（
日
）

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

海
辺
の
絵
馬
堂
（
前
田
武
輝
　
普
及
課
長
）

12
/
20（
土
）

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
大
行
灯
祭
り
」
を
さ
ぐ
る

（
大
門
哲
　
学
芸
主
査
）

わくワーク（work）体験無事終了 あっと驚く大風呂敷、さてその中身は？

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
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❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

催事日録 

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　

一，
〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，
五
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，
九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，
二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，
四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，
四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，
六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，
〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，
二
〇
〇
円

世
界
大
風
呂
敷
展
　
―
布
で
包
む
も
の
と
心
―

一，
八
九
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
（
最
新
刊
・
九
月
二
十
日
発
売
予
定
）

未
　
定

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内



― 6―

中
庭
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
謎

「
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
正
面
受
付
の
あ

る
渡
り
廊
下
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

う
な
も
の
は
な
に
？
」
と
、
歴
博
常
連
の
お
客
さ
ん
に
尋
ね

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
棟
と
第
二
棟
の
間
の
中

庭
に
据
え
ら
れ
た
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
奇
妙
な
物
体
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
左
右
二
基
あ
り
ま
す
。
展
示
物
で
は
な
い
の

で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
解
説
パ
ネ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
そ
の
正
体
は
何
か
と
い
う
と
、
赤
れ
ん
が
棟
の
木

柱
を
支
え
て
い
た
「
独
立
基
礎
」
な
の
で
す
。
使
わ
れ
て

い
る
赤
れ
ん
が
は
六
六

六
個
。
実
際
に
支
え
て

い
る
様
子
は
、
第
二
棟

歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
た
だ
、
地
中
に
埋

ま
っ
た
姿
を
上
か
ら
見

下
ろ
し
た
も
の
と
、
地

面
の
上
に
デ
ン
と
置
か

れ
た
も
の
を
眺
め
た
の

と
で
は
、
か
な
り
印
象
が
違
い
ま
す
。
同
一
の
物
だ
と
、

す
ぐ
に
は
気
付
く
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
こ
の
「
基
礎
」
で
す
が
、
昭
和
五
十
八
年
の
第
一

棟
解
体
工
事
の
時
に
取
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
地
表
か

ら
約
二
メ
ー
ト
ル
（
最
下
部
）
下
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
発
掘
後
ど
う
い
う
経
緯
で
こ
こ
に
置
か
れ
た
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
な
か
な
か
の

風
格
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
す
べ
て
解
体
廃
棄
し
て

し
ま
う
に
は
惜
し

い
と
い
う
こ
と
で

残
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
と
こ
ろ

で
歴
博
そ
の
も
の

が
重
要
文
化
財
で

あ
る
以
上
は
、
こ

れ
も
そ
の
一
部
で

す
よ
ね
、
や
っ
ぱ

り
。

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

本
多
の
森
か
ら

◇
話
題
を
呼
ん
だ
「
世
界
大
風
呂
敷
展
」。「
大
風
呂
敷
」
の
部
分
は
本
展
に

限
り
「
ダ
イ
フ
ロ
シ
キ
」
と
読
み
ま
す
。
決
し
て
「
オ
オ
ブ
ロ
シ
キ
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
念
の
た
め
。

◇
今
号
表
紙
と
「
れ
き
は
く
年
間
行
事
予
定
表
」
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
梅
田
九
栄
「
俳
謌
一
百
一
首
之
図
屏
風
」
は
、
百
人
の
俳
人
の
肖
像
を
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
タ
ッ
チ
で
描
き
、
そ
の
俳
句
を
紹
介
し
た
も
の
。
何
と
い
っ
て

も
秋
の
特
別
展
示
室
を
彩
る
大
作
で
す
。
江
戸
中
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
俳

諧
百
一
集
」（
八
椿
舎
康
工
編
）
と
と
も
に
見
逃
せ
な
い
逸
品
。
乞
御
期

待
！

新
春
企
画
展

迫
力
満
点
！

近
江
町
の
大
行
灯
絵

12
月
13
日
（
土
）
〜
1
月
25
日
（
日
）

第
1
特
別
展
示
室

金
沢
の
風
物
詩
・
近
江
町
の
大
行
灯
祭

り
。
行
灯
に
貼
ら
れ
る
歌
舞
伎
絵
は
日
本

最
大
級
で
す
。
本
展
で
は
近
江
町
市
場
に

残
る
戦
前
の
行
灯
絵
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。

そ
の
迫
力
を
ご
堪
能
あ
れ
。

次
回
の
展
覧
会

10
月
は
休
館
日
な
し

11
月
4
日
（
火
）
〜
5
日
（
水
）

2
日
間

12
月
11
日
（
木
）
〜
12
日
（
金
）

2
日
間

12
月
27
日
（
土
）
〜
1
月
3
日
（
土
）

8
日
間

展
示
替
え
な
ど
に
よ
る
休
館
日
（
10
〜
12
月
）

歴史体験コーナーでの展示


